
２００５レーザーラジアルワールド　１２月２日（レポート１）

昨日、参加選手女子５名、男子２名はチャーター艇を受け取り艇のチェックを兼ね練習を

行いました。新しいチャーター艇ですがシニアワールド使用艇を引き継ぐことから、セン

ターボード止めの劣化、フットベルトの劣化が激しい艇もありフィッティングの確認が重

要です。日本チームもトップマスト、センターボード止め、フットベルトを変更しました。

ここフォルタレーザは毎日北東の風向から７～１０ｍ/sec の風が吹き、大西洋からのうね

りと水深が浅いためにできる波がたつラフな海面です。うねりと波の感じから風速１２ｍ

/sec 以上に感じますが、実際は最大で１０ｍ/sec 位の風域です。レースではこのうねり・

波を克服したものが上位にくるように感じます。現地到着後から毎日同様なコンディショ

ンであることから強風域でのレースになることが予想されます。

本日、日本選手は受付も終了し元気良く練習海面に出て行きました。海上では基本動作の

確認、クローズホールドでのスピードチェック、うねり・波への対応、ダウンウインドで

のサーフィング等を中心に３時間走り込みました。レース初日まであと１日ベストな状態

でレースに挑めるよう調整していきます。

２００５レーザーラジアルワールド参加状況

女子：３３ヶ国―７９艇

男子：２３ヶ国―８９艇

　出艇前の日本チーム



　１艇のみしかおろせないスロープ

は常に混雑してしまいます

　地元ブラジル選手、正面が高層ビ

ル街、写真右端すみが宿泊ホテル大会会場


